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〈背景〉

・世界銀行が示す貧困の定義とは日
1.9ドル以下で生活している人を指す。

・貧困の連鎖から抜け出せないとい
う現状がある。
・持続可能な開発目標（SDGs）の取
り組み(17のゴールの内１番初めに挙
げられる社会問題)で注目されるべき
課題である。

〈今後の展開〉

世界の貧困の現状を詳しく調査する
↓

貧困の要因と、貧困が及ぼす影響(格差)について考察する
↓

世界の取り組み(SDGｓの視点から）
↓

さらなる課題の発見と解決策の提案
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〈研究目的〉

・アフリカを中心に貧困の現状について把握した上で問題点を考察する。
・持続可能な開発目標（SDGs）の取り組みが貧困問題解決に対して、ど

のように機能しているかを考えることで今後の問題点を考察できるよう
にする。

一日1.9ドル以下で生活する人口の割合(暖色ほど貧
困率が高い単位%) 2015年統計

〈SDGsの取り組み〉
・2030年までに極度の貧困の人々を
終わらせる予定である。

・貧困をなくすための施策として、
「社会的保護の整備」「基礎的サー
ビスへの平等なアクセス権」「強靱
性を構築し、暴露・脆弱性を軽減」
の３つがある。


